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現
在
の
人
口
は
６
万
３

０
０
０
人
を
下
回
り
、
年
々
１

０
０
０
人
ず
つ
減
少
し
て
い

る
。人
口
減
少
の
状
況
を
問
う
。

 

昭
和
35
年
か
ら
４
万
９

０
０
０
人
の
減
少
が
あ
り
、
構

成
は
0
歳
～
14
歳
の
割
合
が

30
・
7
％
、
65
歳
以
上
の
割
合

が
8
・
6
％
だ
っ
た
も
の
が
、

平
成
22
年
で
は
0
歳
～
14
歳
の

割
合
が
11
・
0
％
、
65
歳
以
上

の
割
合
が
36
・
1
％
と
完
全
に

逆
転
し
て
い
る
。

 

若
年
層
の
流
出
の
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
が
仕

事
の
確
保
で
あ
る
。
就
業
と
雇

用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
改
善
で
若
年

層
流
出
を
止
め
る
べ
き
で
あ

る
。 

現
在
、
佐
渡
市
で
は
い

く
つ
か
の
業
種
に
限
り
、
雇
用

機
会
確
保
の
た
め
の
就
業
訓
練

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
減
ら
す
た
め
に
提

案
の
あ
っ
た
職
業
訓
練
な
ど
に

取
組
み
た
い
。

 

年
間
予
算
の
１
割
に
近

い
約
30
億
円
が
島
外
に
発
注
さ

れ
て
い
る
。
島
内
企
業
の
育
成

と
と
も
に
予
算
の
島
内
消
費
を

進
め
よ
。

 

佐
渡
で
行
え
な
い
か
ら

島
外
に
仕
事
を
出
す
の
で
は
な

く
、
島
内
企
業
が
で
き
る
仕
事

の
出
し
方
、
企
業
育
成
と
と
も

に
島
内
経
済
の
こ
と
を
考
え
た

発
注
を
行
う
。

 

カ
ジ
ノ
＝
賭と

博ば
く

場
と
い

う
認
識
は
間
違
い
で
、
海
外
で

は
セ
レ
ブ
が
集
う
一
大
リ
ゾ
ー

ト
地
で
あ
る
。
雇
用
、
経
済
効

果
の
高
い
カ
ジ
ノ
誘
致
を
真
剣

に
考
え
よ
。

 

試
算
で
カ
ジ
ノ
を
誘

致
す
る
こ
と
に
よ
り
年
間

60
億
円
の
経
済
効
果
、
４

０
０
人
の
雇
用
確
保
が
で

き
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

よ
う
に
自
国
民
の
入
場
制

限
、
治
安
悪
化
の
問
題
が

ク
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
状
況
も

あ
る
こ
と
か
ら
検
討
し
た
い
。

 

今
の
進
め
方
は
住
民
が

い
な
く
な
っ
て
も
世
界
遺
産
に

登
録
す
る
と
い
う
や
り
方
だ
。

保
存
す
る
人
が
い
る
か
ら
文
化

遺
産
が
成
り
立
つ
。
稚
拙
な
進

め
方
に
問
題
が
あ
る
。
住
民
目

線
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
進

め
よ
。 

世
界
遺
産
登
録
さ
れ
れ

ば
そ
れ
だ
け
で
訪
れ
る
お
客
は

増
加
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後

も
継
続
的
に
佐
渡
を
訪
れ
て
く

れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
た
い
。

 

世
界
農
業
遺
産
（
※

ジ

ア
ス
）
に
、
佐
渡
の
農
業
、
特

に
山
の
田
の
風
景
が
登
録
さ
れ

た
が
、
佐
渡
市
合
併
以
来
、
五

十
七
町
歩
も
農
地
を
転
用
し
て

い
る
。
80
歳
、
90
歳
の
お
年
寄

り
一
人
家
族
も
先
祖
の
田
畑
を

守
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
山
の

田
の
小
作
者
を
探
す
た
め
に
苦

労
し
て
い
る
。
ジ
ア
ス
に
登
録

さ
れ
た
こ
の
際
、
小
作
の
新
し

い
組
織
を
作
り
、
安
心
で
き
る

農
業
を
構
築
す
べ
き
と
思
う

が
。 

指
摘
の
と
お
り
で
、
農

協
の
出
資
法
人
と
い
う
も
の
も

農
協
に
依
頼
し
て
お
り
、
全
面

作
業
受
託
と
い
う
形
に
も
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
公
社
も
そ
れ
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
。

 

地
方
主
権
時
代
を
迎
え

つ
つ
あ
る
が
、
本
市
の
よ
う
に

離
島
で
脆
弱
な
自
治
体
は
、
ま

す
ま
す
県
の
顔
色
を
伺
い
な
が

ら
行
政
運
営
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。
県
は
佐
渡
空
港

が
県
営
空
港
に
も
関
わ
ら
ず
、

同
意
が
１
０
０
％
な
け
れ
ば
ダ

メ
だ
と
か
、
佐
渡
汽
船
の
筆
頭

株
主
で
あ
り
な
が
ら
、
新
造
船

計
画
も
佐
渡
市
に
21
億
円
負
担

さ
せ
、
一
円
も
出
さ
な
い
。
ま

た
、
佐
渡
病
院
建
設
に
も
佐
渡

市
に
30
億
円
と
土
地
を
出
さ
せ

て
も
、
他
の
地
域
の
よ
う
な
協

力
は
な
い
。
国
道
3
5
0
号

線
の
道
路
改
修
に
し
て
も
10
年

経
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
前
へ
進
ん

で
い
な
い
。
髙
野
市
長
は
佐
渡

市
民
の
立
場
に
立
て
ば
、
無
抵

抗
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

 

県
に
対
し
要
求
す
べ
き

は
要
求
し
、
県
に
や
っ
て
も
ら

う
べ
き
は
当
然
や
っ
て
も
ら

う
。 

平
成
31
年
に
は
、
合
併

に
伴
う
国
か
ら
の
財
政
支
援
が

無
く
な
る
。
昨
年
度
作
成
し
た

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
の
見
直
し

の
必
要
性
が
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
も
受
け
て
、
迫
ら
れ
て

い
る
と
思
う
が
。

 

新
年
度
の
国
の
地
方
財

政
計
画
を
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら

な
い
が
大
き
な
影
響
は
な
い
と

考
え
る
。
し
か
し
、
今
後
の
推

移
を
見
通
せ
る
段
階
で
見
直
し

を
か
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
国
の
交
付
税
の
在
り
方

は
、
政
治
的
に
非
常
に
激
し
く

て
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な

い
。

※�

ジ
ア
ス（G

IA
H
S

：
世
界
重
要

農
業
遺
産
シ
ス
テ
ム
）と
は・
…

　

�F
A

O

（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）

が
提
唱
し
て
い
る
も
の
で
、次
世

代
へ
継
承
す
る
べ
き
重
要
な
農

法
や
生
物
多
様
性
な
ど
を
有
す

る
地
域
を
認
定
す
る
制
度
。各

国
の
多
様
な
農
業
の
存
在
を
積

極
的
に
評
価
し
、こ
れ
を
維
持
、

活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

大
桃
　
一
浩
　
議
員

景
気
浮
揚
策
と
雇
用
確
保
を
問
う

猪
股
　
文
彦
　
議
員

農
業
を
守
る
た
め

　
　
　
全
面
委
託
の
新
し
い
組
織
へ
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る

地
震
・
津
波
災
害
に
遭
遇
し
、

市
の
防
災
計
画
の
見
直
し
と
緊

急
避
難
時
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
が
急
が
れ
る
。
今
後
の

対
応
を
問
う
。

 

大
津
波
に
備
え
、
急
い

で
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
う
。

危
機
管
理
主
幹 

津
波
に
対
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
２
か
月
を
目
途
に
津
波
対

策
の
見
直
し
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
に
努
力
す
る
。

 

福
島
第
一
原
発
の
事
故

に
よ
り
柏
崎
刈
羽
原
発
か
ら
50

㎞
圏
内
の
佐
渡
と
し
て
緊
急
に

原
発
事
故
防
災
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
対
処
を
問
う
。

 

福
島
原
発
事
故
で
原
発

の
安
全
イ
メ
ー
ジ
は
地
に
落
ち

た
。
東
電
の
事
故
の
責
任
も
重

い
。
今
後
は
放
射
能
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
計
測
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。
柏
崎
刈
羽
原
発
の
安
全

協
定
は
正
確
な
知
識
の
下
に
必

要
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
対
処
し

た
い
。 

世
界
農
業
遺
産
（
ジ
ア

ス
）
の
認
定
は
佐
渡
農
業
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
と

考
え
て
い
る
か
。

 

生
物
多
様
性
の
保
全
、

農
村
の
文
化
、
景
観
を
保
全

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
資
産
を
将

来
に
残
す
活
動
が
国
連
食
糧
農

業
機
関
で
認
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
ジ
ア
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
農
産
物
の

高
付
加
価
値
化
に
よ
る
佐
渡
ブ

ラ
ン
ド
作
り
を
目
指
し
た
い
。

 

防
風
林
で
の
ト
キ
の
営

巣
に
よ
る
ト
キ
と
地
域
と
の
共

生
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
た
と
聞

く
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た

の
か
。 

防
風
林
内
で
の
ト
キ
の

営
巣
と
防
虫
薬
剤
散
布
の
関
係

で
住
民
と
共
生
の
あ
り
方
で
深

刻
な
課
題
を
投
げ
か
け
ら
れ
て

い
る
。

農
林
水
産
課
長 

地
域
関
係
住
民

へ
樹
幹
注
入
の
防
除
方
法
を
提

案
し
な
が
ら
話
し
合
い
で
解
決

を
図
り
た
い
。

 

介
護
保
険
の
改
正
内
容

と
改
正
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
側
で

の
体
制
整
備
は
十
分
か
。

高
齢
福
祉
課
長 

24
時
間
対
応
で

行
う
訪
問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス

が
新
し
く
で
き
る
。
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
者
の
見
通
し

を
調
査
す
る
が
、
看
護
師
の
マ

ン
パ
ワ
ー
の
不
足
か
ら
厳
し
い

状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

 

３
月
定
例
会
本
会
議
中

に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の

巨
大
地
震
が
三
陸
沖
で
起
き
、

佐
渡
は
震
度
４
の
揺
れ
に
見
舞

わ
れ
た
。
こ
の
東
日
本
大
震
災

は
、
地
震
、
津
波
、
原
発
問
題

と
複
合
的
な
大
災
害
と
な
り
、

復
旧
復
興
は
一
向
に
進
ま
ず
、

福
島
原
発
の
収
束
は
先
が
見
え

な
い
状
態
に
あ
る
。
平
成
18
年

に
発
行
さ
れ
た
佐
渡
市
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
版
、
海

抜
表
示
、
避
難
訓
練
、
島
内
の

放
射
線
量
を
住
民
に
周
知
し

て
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
の
考
え
を
問
う
。

 

市
の
防
災
体
制
の
点
検

や
検
証
を
行
い
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
す
る
組
織
を
立

ち
上
げ
た
。

危
機
管
理
主
幹 

各
家
庭
に
配
布

し
て
あ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

基
礎
と
し
て
、
２
か
月
程
度
で

結
論
を
出
し
専
門
業
者
に
発
注

を
す
る
。
遅
く
と
も
今
年
度
中

に
配
布
し
た
い
。
市
民
の
防
災

意
識
向
上
の
た
め
に
、
80
か
所

の
広
域
避
難
所
に
海
抜
表
示
板

を
設
置
す
る
考
え
で
い
る
。

佐
渡
市
自
主
防
災
組
織
は
任
意

団
体
で
あ
り
、
3
1
1
団
体
の

結
成
率
は
約
87
・
4
％
で
あ

る
。
避
難
訓
練
の
啓
発
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
佐
渡
市
で
は
簡

易
型
の
放
射
線
量
測
定
器
を
導

入
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い

る
。
現
在
、
関
岬
に
環
境
省
所

管
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
は

最
も
低
い
放
射
線
量
0
・
02
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
が
計
測
さ

れ
て
い
る
。

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

西
宮
市
が
独
自
に
開
発
し
た
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
住
民

基
本
台
帳
を
ベ
ー
ス
に
被
災
者

台
帳
を
作
成
し
、
被
災
状
況
を

入
力
す
る
こ
と
で
一
元
的
に
管

理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

平
時
か
ら
の
導
入
・
運
用
体
制

を
構
築
す
る
考
え
を
問
う
。

危
機
管
理
主
幹 

コ
ス
ト
も
ほ
と

ん
ど
か
か
ら
な
い
の
で
、
シ
ス

テ
ム
内
容
等
を
精
査
し
て
導
入

の
検
討
を
す
る
。

 

原
発
の
代
替
に
エ
コ
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
見
直
さ
れ
て
い
る

が
、
太
陽
光
発
電
を
積
極
的
に

取
入
れ
る
考
え
を
問
う
。

 

国
・
県
の
補
助
事
業
を

活
用
し
、
小
・
中
学
校
及
び
公

共
施
設
へ
の
導
入
に
取
組
ん
で

い
る
。
新
設
の
小
・
中
学
校
に

は
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
計
に

盛
り
込
ん
で
い
る
。
エ
コ
ア
イ

ラ
ン
ド
に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

面
か
ら
も
省
エ
ネ
、
新
エ
ネ
施

設
と
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
と
市
民
へ
の
普
及
啓
発
を
目

的
と
し
て
取
組
み
た
い
。

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

小
杉
　
邦
男
　
議
員

大
地
震
・
津
波
を
想
定
す
る

　
　
防
災
計
画
の
見
直
し
を
急
げ

本
間
　
千
佳
子
　
議
員

防
災
に
は
わ
か
り
や
す
い
情
報
で

　
　
　
　
　
　
　
　
安
心
社
会
を
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日
本
共
産
党
は
、
佐
渡

市
の
就
学
援
助
制
度
・
充
実
の

た
め
家
庭
へ
の
周
知
と
申
請
方

法
を
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
と

改
善
を
繰
返
し
求
め
て
き
た
。

ど
の
よ
う
に
見
直
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
更
な
る
改
善
に
つ
い

て
問
う
。

学
校
教
育
課
長 

①
生
徒
会
費
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
・
ク
ラ
ブ
活
動
費

を
追
加
②
認
定
に
つ
い
て
、
世

帯
の
収
入
額
判
定
か
ら
所
得
額

に
変
更
し
、
生
活
保
護
基
準
の

1
・
1
倍
以
下
と
し
た
。
③
申

請
に
つ
い
て
、
民
生
委
員
の

「
所
見
」
、
添
付
書
類
等
を
廃

止
。
④
全
保
護
者
（
小
・
中
学

生
）
へ
所
得
の
目
安
を
表
示
し

て
、
申
請
書
を
配
布
。
来
年
度

は
、
案
内
文
の
中
に
所
得
の
目

安
欄
に
具
体
的
な
世
帯
構
成
を

含
め
た
。
わ
か
り
や
す
い
表
示

に
改
正
し
た
い
。

 

佐
渡
市
の
子
ど
も
医
療

費
助
成
に
つ
い
て
、
入
院
・
通

院
と
も
中
学
校
卒
業
ま
で
広
げ

た
場
合
の
予
算
は
。

市
民
生
活
課
長 

今
年
の
９
月
か

ら
新
潟
県
の
方
で
は
所
得
制
限

を
廃
止
す
る
意
向
も
あ
る
の

で
、
中
学
生
ま
で
拡
大
し
た
場

合
の
医
療
費
助
成
が
ど
う
な
る

か
、
佐
渡
市
で
も
検
討
す
る
。

 

現
在
、
佐
渡
市
の
消
防

職
員
は
1
7
9
人
で
あ
り
、

1
2
9
人
不
足
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

消
防
長 

７
拠
点
を
維
持
し
、

最
低
人
員
を
維
持
し
て
い
く
。

 

私
も
参
加
し
た
姫
津
漁

協
の一
万
食
の
炊
き
出
し
が
実
施

さ
れ
た
気
仙
沼
市
で
は
、
瓦が

礫れ
き

か
ら
の
火
災
発
生
や
、
市
街
地

の
１／３
が
水
没
し
悪
臭
と
ハ
エ
の
大

発
生
な
ど
悲
惨
な
状
況
で
あ
っ

た
。
市
長
の
見
解
は
。

 

姫
津
の
皆
様
方
に
は
心

か
ら
感
謝
す
る
。被
災
地
は
語

り
尽
く
せ
な
い
状
態
だ
が
何
と
か

支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
た
い
。

 

こ
の
気
仙
沼
市
の
避
難

所
に
は
浜
田
市
と
宇
陀
市
の
職

員
が
継
続
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
、

佐
渡
市
一
般
職
員
の
被
災
地
派

遣
は
、
要
請
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
全
く
実
施
さ
れ
て
い
な
い
で

は
な
い
か
。

総
務
課
長 

現
在
調
整
中
で
あ
り

体
制
が
整
い
次
第
、対
応
し
た
い
。

 

東
日
本
大
震
災
で
は
、

多
く
の
被
災
地
で
水
道
が
止
ま

り
、
湧
き
水
が
被
災
者
の
大
き

な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
本
年
か

ら
㈶
県
環
境
衛
生
研
究
所
が
佐

渡
の
湧
水
調
査
を
す
る
が
、
本

市
は
で
き
る
限

り
の
協
力
を
す

べ
き
。
ま
た
、

佐
渡
市
の
親

類
・
知
人
宅
へ

の
避
難
者
に
対

す
る
支
援
と
、

佐
渡
汽
船
の
無

料
化
は
継
続
が

必
要
で
は
。

 

湧
水
調

査
は
名
前
だ
け

で
良
け
れ
ば
共
催
し
て
構
わ
な

い
。危

機
管
理
主
幹 

親
類
・
知
人
宅

避
難
者
へ
の
物
的
支
援
は
要
望

に
応
え
た
い
。佐
渡
汽
船
無
料
化

は
７
月
末
打
ち
切
り
方
針
を
延

長
し
、今
後
も
継
続
す
る
。

 

今
回
の
地
震
や
記
録
的

豪
雨
で
、
山
林
崩
落
に
よ
る
大

量
の
土
石
が
藤
津
川
ダ
ム
に
流

入
し
て
有
効
貯
水
量
が
減
少
し
、

且
つ
土
砂
捌
け
ゲ
ー
ト
が
作
動

不
能
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の
ダ
ム

は
、
農
業
水
利

権
が
水
道
水
源

に
優
先
す
る
の

で
市
の
対
策
が

急
務
で
は
。

農
林
水
産
課
長 

調
査
の
上
で

本
市
も
県
や

土
地
改
良

区
と
共
に
対

応
・
支
援
し
て

い
く
。

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

中
村
　
良
夫
　
議
員

就
学
援
助
を
み
ん
な
で
申
請
し
よ
う

近
藤
　
和
義
　
議
員

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
踏
ま
え
た 

 

考
察
か
ら
佐
渡
市
の
災
害
対
応
策
を
問
う

＜就学援助の内容＞
費目 対象者 援助の内容（年額）

学用品費
・教材費 認定された方全員

	 小学校1年生	 12,610円
	 小学校1年生以外	14,780円
	 中学校1年生	 23,880円
	 中学校1年生以外	26,050円

　（宿泊を伴う校外活動があった場合、交通費・見学料を支給）
	 小学校	 上限 3,470円
	 中学校	 上限 5,840円

新入学児童生徒
学用品費

４月認定となった小学校1年生、
中学校1年生

	 小学校1年生	 19,900円
	 中学校1年生	 22,900円

修学旅行費 修学旅行実施月に
認定されている方

実費
（参加者が均一に負担する経費)

クラブ活動費 児童生徒がクラブ活動に
所属している方

	 小学校	 2,550円
	 中学校	 26,500円

生徒会費 学校で児童会費・生徒会費を
徴収されている方

	 小学校	 上限4,350円
	 中学校	 上限4,940円

PTA会費 学校でPTA会費を
徴収されている方

	 小学校	 上限3,040円
	 中学校	 上限3,960円

給食費 認定された方全員 実費

医療費
トラコーマ、結膜炎、白癬、疥癬、膿痂
疹、中耳炎、慢性副鼻腔炎、アデノイ
ド、むし歯、寄生虫病の治療をされる方

学校において医療券を
発行する。

㈶新潟県環境衛生研究所

23年度調査対象湧水
湧水等名称 地区 集落
箱根清水 両津 羽吉
翁助清水 金井 平清水
百足清水 金井 平清水

湧水等名称 地区 集落
梨の木清水 真野 豊田
鰐清水 赤泊 莚場
強清水 小木 強清水

被災現場と炊き出し隊の状況



９月定例会は９月９日（金）に開会される予定です。
本会議の様子を傍聴やテレビ中継でぜひご覧ください。
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◆平成23年第３回臨時会

議案番号 件　名 議決
月日

議決
結果

議案第 79 号
専決処分の承認を求めることについて（佐渡市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の制定について）

５/13 可決

議案第 80 号
専決処分の承認を求めることについて（平成 22 年度佐渡市一般会計
補正予算（第 14 号）について）

議案第 81 号
公益的法人等への佐渡市職員の派遣等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議案第 82 号 平成 23 年度佐渡市一般会計補正予算（第 1 号）について

議案第 83 号
専決処分の承認を求めることについて ( 福島県双葉郡川内村の介護認
定審査会の事務の受託について )

◆平成23年第4回定例会

議案番号 件　名 議決
月日

議決
結果

議案第 84 号
佐渡市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

７/ ８

可決

議案第 85 号
佐渡市ふるさとの森基金条例及び佐渡市ふるさとの森づくり特定分
収林事業管理条例を廃止する条例の制定について

継続 
審査

議案第 86 号
佐渡市新穂複合営農推進センターの設置及び管理に関する条例を廃
止する条例の制定について

可決

議案第 87 号 北狄漁港（北狄地区）漁港施設機能強化工事請負契約の締結について
議案第 88 号 北小浦漁港漁港施設災害復旧工事請負契約の変更について
議案第 89 号 財産の無償譲渡について（旧北狄保育園跡地）
議案第 90 号 財産の無償譲渡について（集出荷施設）
議案第 91 号 平成 23 年度佐渡市一般会計補正予算（第２号）について
議案第 92 号 平成 23 年度佐渡市下水道特別会計補正予算（第１号）について
議案第 93 号 人権擁護委員候補者の推薦について
議案第 94 号 両津小学校大規模改造（建築）工事請負契約の締結について
議案第 95 号 畑野地区統合小学校建設（建築）工事請負契約の締結について
議案第 96 号 金井地区小学校体育館建設（建築）工事請負契約の締結について
議案第 97 号 救助工作車（Ⅱ型）・救助用資機材等購入契約の締結について
議案第 98 号 佐渡市税条例等の一部を改正する条例の制定について
議案第 99 号 新潟県市町村総合事務組合規約の変更について
議案第 100 号 平成 23 年度佐渡市一般会計補正予算（第３号）について
継続審査中の
議案第 16 号

佐渡市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

議 決 結 果 一 覧（市長提出
付議事件）

＊＊＊９月定例会のお知らせ＊＊＊


